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研究成果の概要（和文）：フェニキア人の足跡を跡付けていくことは、地中海世界の古代史を理解するための重
要な課題といえる。本研究では、その出発点（初期鉄器時代、前12～前10世紀頃）に注目し、のちに「フェニキ
ア人」と呼ばれるようになる人々の文化や交易活動、周辺地域への影響について、考古資料からせまるものであ
る。先行研究や発掘報告書のデータに加え、レヘシュ遺跡やゼロール遺跡の初期鉄器時代層の出土物を新たに整
理して分析することで、上記のテーマを考察した。

研究成果の概要（英文）：Tracing the Phoenician footsteps is an important issue to figure out the 
history of the ancient Mediterranean world. This study focused on the early Iron Age people who 
would become known as “Phoenicians,” and considered their cultural traits, commercial activities, 
and impacts on their neighbouring regions, based on previous archaeological studies as well as newly
 processed finds from Tel Zeror and Tel Rekhesh.

研究分野：考古学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、初期のフェニキア人に関連づけられる文化に多様性があったこと、フェニキア人と近隣地域とのつ
ながりは、当初は限定的であったが、前10世紀以降、特に前8世紀頃に拡大した可能性があることを指摘するこ
とができた。
前12世紀以降の地中海東岸地域に「出現」し、その後の歴史に影響を及ぼした諸集団のうち、フェニキア人につ
いての研究はこれまで手薄であった。本研究は、初期のフェニキアの動向について具体的に考察できた点で、学
術的に意義のあるものとなった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
（1）フェニキア史の重要性 
フェニキアとは、現在のレバノンからイスラエル北部にかけての沿岸地域を示す地域名である。
フェニキアの人々は紀元前 11 世紀頃から海洋交易を活発化させ、後に、カルタゴをはじめとす
る植民都市を地中海の各地に建設し、数百年にわたり繁栄する。フェニキア人の躍進鍵となった
のが、活発な海洋交易と対外進出（植民市建設など）である。これらが、どのように始まり、ど
のように発展し、どのような影響を後世に与えたのかを解明することは、古代地中海世界の歴史
を理解する上で重要な課題の一つである。 
 
（2）問題の所在 
フェニキアの人々による海洋交易や対外進出の歴史をあとづけていく中で、最初に問題となる
のが、その出発点がはっきりしていないことである。後に「フェニキア人」と呼ばれることにな
る人々が「出現」したのは前 12～前 11 世紀頃と推測されるが、この時期のフェニキア地域の都
市の活動実態については、未だベールに包まれている。近年、イスラエルのドル遺跡の発掘調査
成果に基づいた研究が進展しているものの、全体として、考古資料、歴史史料ともに限りがあり、
具体的な研究事例も不足している。 
 
２．研究の目的 
本研究は、フェニキア人躍進の原動力となった海洋交易と対外進出活動がどのように始まった
のかという問題をあつかった。研究の目的は、 (1)当時の海洋交易にどのような特徴があったの
かを検討すること、(2)この時期のフェニキアの人々と周辺地域の町々との間にあったであろう
接触や、その影響について解明することである。 
 
３．研究の方法 
（1）初期の海洋交易についての検討 
初期フェニキアに関連するとされる遺跡（特にドル、ケイサン、ティルスなど）の発掘報告書や
概報を収集し検討することで、初期フェニキアの集落に特徴的な物質文化のパターン、交易に用
いられていた土器の特徴などを確認した。同時に、フェニキア地域にもたらされたエジプトやキ
プロスからの搬入品について検討を加えた。次に、フェニキア地域から遠方に運ばれた土器につ
いての出土事例を、カシーレ遺跡などの近隣地域、エジプトやキプロスなどの離れた地域を視野
に入れて収集し、検討した。 
 
（2）周辺地域との接触 
カシーレ遺跡では、進出してきたフェニ
キアの人々が居住した街区があったと考
えられている。こうした事例を、別の遺
跡においても検証することで、フェニキ
アの人々と周辺地域との接触や、初期フ
ェニキアの文化的・経済的影響の広がり
などを考察した。特に、1960 年代に日本
の調査団によって発掘調査が行われたゼ
ロール遺跡や、現在も調査が実施されて
いるレヘシュ遺跡の出土土器を整理して
検討することができた。土器の分析は、
型式と胎土の特徴を組み合わせた視点か
ら検討し、製作地と移動、模倣、集団の
進出といった事柄の考察を試みた。 
 
４．研究成果 
（1）初期フェニキアの物質文化と海洋交易 
研究期間全体を通して、フェニキア人の初期の居住地とされる諸遺跡で確認された物質文化に
ついて、自身で実見した資料と、出版された発掘報告書のデータから検討を加えた。その結果、
「初期フェニキア」として一括りにできる物質文化のパターンは簡単には見出しにくく、交易活
動も集落ごとに多様であった可能性を指摘できた。 
 
（2）ゼロール遺跡出土資料の検討 
ゼロール遺跡の出土遺物を整理し、前 13 世紀から前 10 世紀頃までの各層に属する土器の様相
を明らかにした。その中に、ドルやケイサンといったフェニキア地域の遺跡で確認された特徴的
な土器群が含まれていることを明らかにした。一方で、偏光顕微鏡による胎土の観察からは、そ
れらの多くがゼロール周辺や、さらに南の地域で製作されたもので、フェニキア地域からの搬入
品は僅かであることが判明した。また、エジプトやキプロスからの搬入土器は見出すことができ
なかった。ゼロール遺跡は、フェニキア都市のドルの勢力圏に属した集落と目されていたが、フ
ェニキア地域とのモノの介した接触やつながりは、想定よりも乏しかったと考えられる。 



 

 

 
（3）レヘシュ遺跡出土資料の検討 
レヘシュ遺跡の出土遺物を整理し、紀元前 13 世紀から紀元前 8世紀までの各層位の土器組成の
様相を明らかにした。さらに、同遺跡の D地区と C地区の良好な層位関係の中で検出された炭化
種子類の放射性炭素年代測定を、東京大学総合研究博物館の大森貴之氏と共同で実施し、初期鉄
器時代の指標となっているドルやメギドといった遺跡との、より厳密な相対編年を整備した。こ
の時代のレヘシュ遺跡は、居住面積やセトルメントパターンの傾向から、地域の中核的な集落で
あったと目され、沿岸部とヨルダン渓谷を結ぶ交易路の付近に立地している。そのため、フェニ
キアの人々が交易活動を活発化させ、周辺地域との接触が密になれば、その影響が同遺跡の物質
文化にも表れることが予想された。ところが、同遺跡の初期鉄器時代層からは、フェニキア地域
との直接的なつながりを示す交易品を確認することができなかった。一部でフェニキアの交易
壷の模倣品とも考えられる土器が出土しているが、胎土を観察した結果、隣接するエズレル平野
からもたらされたものである可能
性を指摘することができた。レヘシ
ュ遺跡周辺では、フェニキアの影響
を受けた土器は製作されていなか
ったようである。同遺跡の初期鉄器
時代の出土資料を検討した結果、初
期フェニキアの人々と内陸地域と
の接触や、それに伴う文化的影響の
広がりを確認することができなか
った。他方、レヘシュ遺跡の主に前
9世紀～前8世紀に年代づけられる
居住層の出土物の整理と把握に努
めたところ、同遺跡では前 8 世紀
になって、エーゲ海、シリア、レバ
ノンなど広範な地域に由来する搬
入品が顕在化することが明らかに
なった。本研究からは、フェニキア
と近隣地域、特に内陸地域と接触
は、しばらく限定的であったが、前
8世紀頃から急激に拡大したという
可能性を提示することができる。 

ゼロール遺跡出土資料の一部。フェニキア地域やキ
プロスからの搬入品は予想に反して少数であった。 
 

ゼロール遺跡で出土した土器片。フェニキア地域で
も類似した土器が出土している。偏光顕微鏡で胎土
を観察すると、フェニキア製でないことが分かる。 

レヘシュ遺跡で出土した前 12世紀頃の土器片と、同遺跡周辺で製作
されたと考えられる土器の胎土。特徴的な玄武岩粒が混じる。 



 
（4）まとめ 
初期フェニキアの諸都市に見られる海洋交易の痕跡は、ドル遺跡、ケイサン遺跡、カシーレ遺跡
で傾向が異なっており、前 12 世紀～前 11世紀頃の交易活動は一様でなかったと考えられる。ま
た、フェニキア地域と内陸地域との経済的・文化的接触は、初期の段階では限定的であったと結
論づけられる。また、フェニキアの交易活動が活発化し、周辺地域への影響が強まるのは紀元前
10 世紀以降であったと考えられる。 

レヘシュ遺跡の C地区と D地区の層位の較正年代 
整理・分析した初期鉄器時代の土器片の多くは、 
放射性炭素年代測定によれば、前11世紀頃に年代づけられる。 
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